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まえがき

平成 13年は農業生物資源研究所の遺伝資源研究者にとって、内外ともに大きな節目の年であ

った。 4月に農林水産省傘下の試験研究機関が独立行政法人化され、旧農業生物資源研究所は、

旧蚕糸昆虫農業技術研究所等とともに統合され、新しい農業生物資源研究所として設立された。

遺伝資源の研究と事業を担当する組織は、これまでの遺伝資源第一部と同第二部から遺伝資源研

究グループとジーンバンクの二つの研究グループに新しく衣替えがなされた。農業生物資源研究

所をセンターバンクとし、農業技術研究機構、国際農林水産業研究センター、種苗管理センター、

家畜改良センターをサブバンクとする新しいジーンバンク事業植物部門の推進体制が新しく確立

された。 8年間にわたるジーンバンク事業の第二期事業は平成 12年度で終了し、平成 13年度

から 5カ年の第三期事業が新たに開始された。

昨年 11月に国連食糧農業機関 (FAQ) の総会で「食料農業植物遺伝資源に関する国際条約」

が圧倒的賛成で採択され、平成 5年に発効した「生物の多様性に関する条約」に加えて、食料及

び農業に関する植物遺伝資源に新たな国際法が定められた。現在、各国で批准作業が進められて

いる。「生物の多様性に関する条約」の批准以降、遺伝資源に対する原産国の主権が認められ、植

物遺伝資源の探索収集には二国間の合意が必要となった。原産国の中には遺伝資源の持ち出しや

利用に制限を設ける国が現れ、遺伝資源の探索収集は困難になりつつある。植物遺伝資源に関す

る新たな国際条約は、植物遺伝資源のアクセスを促進し、公正かつ公平な利益配分を目的とする

ものである。この国際条約が発効すると、わが国もこれを尊重し、今後の対応を考慮する必要が

ある。

平成 13年度は、新潟県・山形県で作物遺伝資源の保存調査、長野県におけるマメ類野生種の

調査、長野県・愛知県におけるゴマ・エゴマの調査、九州地方における在来エンバクの調査、小

笠原諸島におけるカンキツの調査、五島列島におけるチャの調査が国内で実施された。また、豪

小卜1及び台湾における植物遺伝資源の探索事前調査とミャンマーにおけるマメ類と牧草類遺伝資源

の探索調査が行われた。

海外遺伝資源の探索収集は今後も困難が予想されるが、関係各位の意見、助言を取り入れて計

画的に国内、海外遺伝資源探索を実施する予定である。ご協力をお願いしたい。

最後に、私たちの活動に指導と支援をしてくださった国内外の方々に心から感謝申し上げる。

とりわけ多くの情報と貴重な遺伝資源を分譲してくださった農家の皆様には深謝したい。

平成 14年 3月

農業生物資源研究所

ジーンバンク長

宮崎尚時
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